
ーシ 神  
 

   （ 障害者職業 発  指 ） 

 る （ ） 

 

 に 

(1)  

年 業では、社会との コミ ケーションを

て、「 いイメージ」を うことを目的としたコミ ケー

ション 法の 成活動が である。本研究では、パソコ

ン 、プ ンソフト（以 「 T」という。）の に

ト ー ングを り入れ、「 を る」 を

だ。 に し合い（ ） 集、 自分で

、 者に 発信の一 の である。本

研究では、 に の の 業に 目し、 ト ー ン

グを り入れた。 と の 業では Tを活用した。 
(2)  

年 ット ークインフラの整 により、 事 の な

ら 社会生活においても ット ークを 用したコミ

ケーションが くなってきた。本 では、ビジ スソフト

の 活用の習 指 において、プ ンソフトを、 な

業 に用いるとともに、自己表 に用いる を めてい

る。 

は、2009年度より「社会の要 からは まる 業

くり」を める中で、 にパソコンを ったスキル ップ

を研究してきた１）。また、 2010 年の研究では ットシ

ステムを構築し 業に り入れ、 自が文 の の り

りを時 に行えるように を 実験を行った ）。

これらの研究において、コミ ケーションに関する指

で、文 成 の目的を め、 な を 定して

に だ。なかでも文 の構成をイメージし す

い、「パラグラフ指 」を用い「結論を に、それを す

る 、そして 体的な 」へと変化することで、自己

の表 の 成に いに成果をあ ている。 

(3)  

回の は、 を 用した表 法で、 習 は

人 介 成である。本研究のフィール は、さま ま

な障害 さま まな年 の生 が するクラスで、表

で示すように、集合 の クラスある。少人数の

クラスではあるが、 び すい りを後 しするため

に、 ト ー ングを り入れた。 人で り

で、 に ー （以 「 2 」という。）の対 な人

間関係をイメージしている。 2 は、 ット ーク上の

信する方 で、「お いが の関係を持つつながり」とい

う な意 を持つ。  

本研究における ト ー ングの は、 2 の関係

を り上 ることが重要であるため、 にあ た「 に

し合い（ ） 集」においては、指 者はその

関係に入ら 、「見 る 場」となり、 と の ペ ーシ

ョンに関する指 は 的に行った。 

「障害のある人生に直 し、 場 を経験して

きたことを活かして 間として支えること（ 2017））」

とあるように、 ト ー ングは、 間であるという「対

性」 「心理的な安心感」を得ることなど、「 ら 自の

インフォーマルな関係性」が構築できる。 

この関係性があることにより、なかなか ない事 を

「 間」には 示することができ、コミ ケーショ

ンを成 さ る けになることが期 されるのである。  

 

 職  

(1) ー  

本研究の目的は、身体的、精神的に な障害を持つ生

が クラスで に び、 体的、自 的に行動し、

事を して自分の人生を り くことができるよう支援

するための 習カリキ ラムである。 

本研究のフィール である、 障害者職業 発

は、 平 に し、12 を有する（表１）。身体、

、 、精神、 的などの障害を持つ生 が ヶ月か

ら１年の期間において を けている。本研究のフィー

ル は「 フィス ーク 」であり、 期間は カ月と

比 的短期間の コースである。 

(2) ー  

く 業で 用されているソフトウ 「 or 」「 el」

を用いてパソコンによる実 的な一般事 、経理事 、

業事 びビジ スマ ーなど、 フィス事 理の

・ を でいる。 

・ 方法 

集合 方  

障害に関係なく ・ 度で する。 

・定  10  

・年４回の入 機会（４月、 月、10月、１月） 

・ 対 者 身体障害者( ）、精神・発 障害者 

・ 時限 年間760時限  

・ 業時間 月 時 分 16時30分 

・目標とする  ープロ検定、表 検定、 記検定 

・ な就職  一般 業事 門  

・ 指  集合 方 であるが、生 個 の障害 性
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に合った指 を行なっている。 

・生活指  専 の生活 を中心に障害に合った生活

を行なっている。 

・就職指  専 の職場定 支援 を中心に職場 、マ

ッ ング、 成、 習、定 支援を行なってい

る。 

  

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

  

    

 
 

 

    

   

   

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 
  

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

  
 

 

 

 実  

(1)  

T の 本 においては、 に た カリキ ラ

ムにおいて が個別対応し習得している。本 習では、

者 介 であるため、 2 の ーム で へイ

ンタビ ーを行う 要がある。リラックスした場 を持 、

に れインタビ ーを に めるために、指

に、「休 時間の 有」をミッションとし、 す機会を

した。 

本 が障害者 であり、そこで 間であることから、

それ れの障害を理 しようとする があった。 

お いの 点を見 し、活発な意見交 ができており、

いに くのデータを入 できていた。 

研究の方法とした、 に し合い（ ） 集、

自分で 、 者に 発信の一 の 業は

ほ 成功しているように見えているが、 自のリフ クシ

ョンシートには、これらの 業で、 

「自分のことをどう思われているのだろうかと考えてしまう」 

「相手との関係を考えると、自分に自信がなくなる」 

といった 目を 自己否定 に関する動向が く見

けられた。また、 

「人との関わりがストレスだ」 

「相手のことは考えたくない」 

の 者否定 もあった。 

(2) 2  

本 習ではよりよいコミ ケーションの構築を推

するための 習として実践し、対 な 場としての 2 を

しながらも、対人 意 が強く かび上がった。 

対人 意 が生 る理 について、 の いだと思

っているならば、 を否定する気持 が強く、また に、

自分の いで に対人 意 を感 てしまうと思って

いる場合は、 を否定する気持 は いと考え、自分自

身を否定する傾向が高くなると考えられる。 

あら る において、１：１の に関する調

は と言える 

 

４  場 習効果 

障害者 に く くコミ ケーション 文

の 成を めているが、 後 にこれまでの活動を まえ

た高い職業人としての を持った人 を めていく

ことが 要である。本実践から になった障害者の対人

意 の について職業 の 場から に研究

を める。 

 

【 考文献】 

1） る ： 成と に関す

る実践 職リハ研究発表会 （2013） 

2） る ： 職リハ研究発表会 （2010） 

3） ：障害者 の専門性を高めるための研 の 

構築 本精神 会 36  10 （2017） 
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1 、 、 な な の 、 ト 理・ 、 の

2

3

4

5

6

8

、 調 理、 理（ 、 ）

ト ・ 、 理（ ）、 の ・

・

、 変 の 、 ト 、 の ・

、 ・ の 、

、 、 ト 理・ 、

、 ト 理・ 、 の

、 ト 理・ 、 の ・

る 職 に する 考察 

職 ーに る 実  
 

 （ 分障害者職業センター 障害者職業カウンセラー）  

 ・山  （ 分障害者職業センター） 

 （  分障害者職業センター(  障害者職業センター)） 

 

  

 分障害者職業センター（以 「職業センター」とい

う。）では、職業 支援に 入された気分障害者 応支

援カリキ ラム（以 「 応支援カリキ ラム」という。）

の試行実 センターとして、平成30年度に 応支援カリ

キ ラムを実 した。 

本 では、試行実 の結果を まえて、気分障害を有す

る職業 支援 者の 、変化を考 することで、就

職活動支援におけるポイントを整理する。 

 

  

(1)  

平成30年度に試行実 した、 応支援カリキ ラム

者 を対 とする。 

(2)  

応支援カリキ ラムを した の障害者 ・支

援経 から、 職の回数 職理 、 応支援カリキ

ラムの 用目的、 応支援カリキ ラム 用前後の障害の

示・ 示に対する考え、 後の就職状 （以 「

すう」という。）について整理した。 

えて、 応支援カリキ ラムで 定された （以

「プログラム」という。）の 状 習得度について、

の支援 シスタント４ に リングを行い、分 を

行った。 

 

  結果 

(1)  

表１は、障害者 ・支援経 をもとにまとめた、 年

度の 応支援カリキ ラム 者の 性である。 

 

 に する  

 

 

 

 職 ー  

 

 

 用  

 

 職 用  

表 ・ からは、 職理 と体調 化のパターンが一

していることがうかがえた。 

応支援カリキ ラムの 用目的としては、生活リ ム

の 持、スト ス対 の整理・習得、 え方の を る、

障害の 示・ 示を めた就労 の整理、 度な自己

の 方を 、が している。 

 す  

１ は 示で就職しているが、 ケースは高 業

後、 人を 数年 けており、社会経験に しいケー

スであった。 応支援カリキ ラム は障害を 示

しての 職活動を希 していたが、 時点では 年 の

人 、 の を けて「 いう に自分の を試し

たい」と意向が変化し、障害を 示にして 職活動を

行った。 は、支援機関、職業センターで定期 を行

い、職場定 の ポートを行っている。 

支援 否の１ については、高度な 職を希 してい

ること、支援者による支援がプ ッシ ーになるとの え

から、支援は れている。また、１ は 事・ との

で 職活動を中断している。 

(2) 習  

上記 の支援に関わった支援 シスタントに対して、

リングを行った。 ケースがプログラムの を

て、 時にどのように変化したかに 点を って し 

1 20 職（ 実 ）

2 30 職（ 実 ）

3 40 職（ 実 ）

4 30 、 の

5 30 、 ルコール 職（ 実 ）

6 20 職

40 職 中

8 20 中

1
2
3
4
5
6

8 ル 、 、 な 、 合 な 、

職理 ・ 調 化のパ ーン
の 、

不 な 、 な

ルール な の 、 の
の な な の 化 、不 、

（ 信 な な ） 、 な 、 、
口 な な な 、

、 、
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た。 リングの結果は、表４にまとめている。 

 

４  考察 

プログラム を経て、自身の体調の 考え方の 、

スト ス イン について気 きが得られた者 、 職

で り合いを けられた者は、 職活動が比 的スムー

に 傾向がうかがえた。 

一方で、自身の認 の スト ス場 ・スト ス

インについての気 きが得られなかった者、障害の

示・ 示について 者は、 職活動が し、長期化

する傾向がうかがえた。 

これらを まえ、気分障害を有する者の就職活動支援を

スムー に行うポイントとして、 のように整理した。 

１点目として、プログラム 前の で本人の り感

を整理し、 を認 してもらうことが られる。 状、

応支援カリキ ラムの期間は 12 間で 定されてお

り、この期間 で体調の安定 自己理 を める 、さ

らには 職活動を 行することは、 しいと実感している。

に、気分障害自体、 に があり、気 生活の

からも、 を け すい。ケース は、 回 か

ら職業 支援の 用に るまでに１年間を要している。 

カリキ ラム 前に体調を整え、また り き  

について、 体験 用を して動機 けを ることは、 

プログラムの習得 職活動にも すると考える。 

点目は、対 者の状 に応 た なカリキ ラム  

成の重要性である。 応支援カリキ ラムは、気分生活  

プログラム 認 行動療法、 ーション、 ン ーコ

ントロール 、 グループミーティングを しての振

り返りが となっており、自己理 が まるような構成に 

 

なっている。しかし、ケース４ のように、プログラム

の理 度が不 分であったり、 者の意見を し かっ

たりするケースも られた。こうしたケースについては、

対 者の状 に応 て の を平 にしたり、発 障

害者を対 に実 している就労支援カリキ ラムの を

したり、 なプログラム を行うことが 要と考

える。 

点目は、就労 の整理である。ケース 以 は一般

業での就労経験があり、 のケースが障害の 示・

示については 用期間を て でいる。本人の体調

の の少ない 時間から、体調を 持し無理なく

き ける を整理することが、 人とのマッ ングに

も がると考える。 

上記 点の就職活動支援をスムー に行うポイントにつ

いては、これまでの支援の中で したノウハウを活用し、

効果が得られつつあると思われる。 

しかし、 点目の就労 の整理に関しては、体調の

持 性を考慮し障害を 示して きたいと希 するもの

の、 の 来的な 入を考えて れ動き、 示

による応 を考える者もいる。支援者から見ても、 か

ら障害を 示しての就職を めた方が いと思われる一方

で、生活 を考慮すると 示での就職活動も めた方が

いのか、もどかしく感 る場 がこれまでもあった。 

く 事者が生活 について を強いられるだけでは

なく、 用 の について社会的にも が られ、生

活 の安定が 障されるように、障害者 用の が向上し

ていくことを期 したい。 

４ シ ト 用  

1

2

3

4

5

6

8

の の （変化）
・ 職
・ の不 信のな 、 、 2

・ よ 職

・ の ・ よ 職
・ ルー ー ン 、 の変化
・ ルー ー ン 、

・ ル ト（ ） 、
・

・ 、 の 調 職

・ ・ 、
・ の 大

・
・ 変 な 、 の

・職
・ の 、 、 な

・ の理 不 変化 な
・ の理 、 な な

不

・ お の ・ 、
・ な 長 、 の中 、 長

理のな ート な

・
・ ル ト 、 1 2 の
・ な 、 、 の 不

・ ル ト の 、 な

・ の不 理 の

・ 調 不 、 職 1
・ お 、 ルー ー ン の な

・ の の ート 、PC 理
、 の

・ 、 調の変化 な
・ な
・ の な理

・ 、 の不
・ 、 の
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神 に  

実  
 

藤 （社会 法人はーと る 就労移行支援事業所 ービス 理 者） 
 

 に 

就労移行支援事業所の として、事業所 の 数の

就労体験での を しているが、 年、認 プロ

グラムを 入し、就労支援 ービスを け合わ ることで

就労の定 において一定の実 を上 ることができた。 

本 では、認 バイ ス（ り） 認 機 に 化した

就労支援プログラムが精神障害者への効果的な支援である

ことを考 する。 

 

 実  

就労支援において実 の就業場 での は有効だと

られているが、 事業所の 就労体験を してジョブ

マッ ングを合わ られたが、結果的に就労の定 が

しないというケースが えていた。そこで たに認 バイ

ス 認 機 に 目し認 プログラムを 入したとこ 、

平成30年度は就労定 100 の実 をあ られる成果を実

することができた。 

 

 ト ー  

本プログラムは2007年に イ の orit らによって

発された 合 調症向けの認 行動療法的 プロー の

一つであり、 では、発 障害 気分障害などの 合

調症以 の精神障害にも応用されている。 

認 行動療法的プログラムとして、心が不調な時にはど

のような考え 判断をしてしまう があるのかを と

して び、不安を感 たり、 が見られたりしたと

きに、不調となるきっかけの状 不安時の対 方法を見

つけることができた。また、人間には認 バイ スがある

ことを ことができる となっている。 

(1) ー  

１、 者を める傾向  

、結論への データ 集の り  

、思い を変える 強い思い  

４、 感すること 心の理論  

、記 記 への 信  

、 感すること 心の理論  

、結論への データ 集の り  

、自 心 うつ思考スタイル  

(2) 効果 

 考え方、 事のとらえ方が になった。 

 思い 人の いにする がわかった。 

 自分を 的に見たり考えられたりできるように

なった。 

 りに感 できるようになった。 

 だと思っても れるようになった。 

 

プログラム効果として、心が不調な時の状 をプログラ

ム で 認 にしているため、「心が不調な時であれば

どうしたらいいのか」を し合うことが になった。 

結果的に 者の考え方 え方が になり、自身の

思い がどのような判断の間 いを こし すいのかを

機会となった。 

 

４ ーシ  

年、 メリカで生まれた「認 療法」が精神障害

を える人の社会 に きな効果を期 できることが

らかになってきている。その 体的な が 回パソコ

ンを ったト ー ングを り返す「 」が になり、

気によって なわれてしまった認 機 が回 すること

で、社会 が実 できるようになったと言われている。 

事業所では１回１ 時間のプログラム構成で、

回のパソコンを ったト ー ングと、 １回の言 グ

ループというグループ ークを実 している。また、プロ

グラム 前と 後に 合 調症認 機 評価尺度

（ - ）の検 を実 し、 １、 、 、４のように 

対 者へ目で見える形で評価の振り返りを実 している。  

 

 2  
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 4  

 

 3  

 

４ 2  

 

５ 実 効果  

精神障害者への就労支援は くための支援だけではなく、

き けるための 本的な生活 の支援が 要となる。 

実践の効果として精神状 の不安定さに対 するための 

認 バイ スを理 することは有効であり、認 機 の 

状 得意・不得意を理 し、その を まえて 事・

生活ができるように目指す認 機 リハビリテーションは

有効である。 

高 によれば、人は強いスト スを感 ると気分が

だり、悲 的に考えたり、体が重くなったりなどの

否定的な気分 身体反応は、その人の認 の をもたら

し、行動に を生 さ ることにつながり、その認 の

に対して認 行動療法が有効であると られている。

もっとも、認 行動療法によって 療できるのは、あくま

でも「認 の 」にす 、認 機 の が された

ままとなっていることに 意しなければならないと言われ

ている。認 療法は、社会 のために 要となる

も 本的な を回 、向上さ ることを目指す 療法で

ある。 

認 プログラムは 療法という専門的な実践のため精神

療機関の中で実 されているのが 状である。精神障

害者への就労支援として実践 が少なく、効果的な実践

と られていないことが であるため、実践 を

していくことで、 くの で実践されるように する

ことを でいる。 

 

【 考文献】 

1) ：認 行動療法とは か 

認 療法は認 機 そのものを する 

「 合 調症患者と が 社会 を目指す認 療法」 

83-87、 （2017） 

 

【連絡先】 

藤  

社会 法人はーと る 

就労 ポート・のだ 

e-mail： . .no a@ ar.o n.ne.  
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神 職 る 実  
 
藤 一  （ ランティ ークル「Ａここ 」） 

 （ ランティ ークル「Ａここ 」） 
 

 に 

は、第20回と第25回に ランティ ークル「Ａここ

」の一 として、職業リハビリテーション研究・実践発

表会で発表さ ていただいた。 も 変感 している。 

 

 職  

第25回の職業リハビリテーション研究・実践発表会で発

表した障がい者と一般 者の トリエは、フリー

マーケットに行くのを 度か行い、そして 考えたのだ

が、 的に無理だとわかった。 

は しているが、会社社長を っていた に言われ

た。「 ってくるメンバーに（そのメンバーに障がい者が

まれる）もしもの事があり、メンバーが入 したとか、

か が関わる事 が こるとか、そういう場合、どう

とるのか。」 変な だ。 に っている自分で

は をとる事はでき 、 でも症状が そうな時が は

あり、それだけでも 変なので無理があった。断念した。 

その 、 理 （一人 らしのお年 りなど

が 理 に い、 り きのおか を

分 って持って る。 かったという安心を ービスす

るのを考えた。）、 （ をし、 も め、

またお さ の法 が け、人生 できる びと しさ

の気分を ービスするのを考えた。）、 有 （

に一 以上 があるので、それを し し、また、有

自習 イートインコー ーを け、 などを した

り、 を ったりするのを考えた。 の し、憩いの

場というのを考えた。）、というのもしようとした。しか

し、できなかった。というのは、一般 事経験がな

いのでどういうとこ で になるかがわからない。また、

は 合 調症で症状は こえたりしたり、 考えたり

する事だ。それで考えを整理するのが っかいとか、実行

に移す以前にだめだった。 、 業など考えて たが、

できないことだった。 

 それでも 事はあきらめきれ 、 で 職を うと一

度会社に で って た。しかし、 のでき上がりが

で が くだめになった。 した。 

                              

 ー  

以上、 た事もあり、 を くする活動をそれまでよ

りもっと けた。そして、 けた 療法と考えて してい

る事を 、４で言いたいと思う。 

ま 、 ープン イ ログを、 、 っているお 者さ

のカウンセラーさ に だ。 ープン イ ログとは

「 かれた対 」と言いカウンセラー などが患者

と、 気と関係なく すという療法でフィンラン で

まって成果を上 ているものだ。しかし、実 って る

と、な かカウンセラーさ があまり ってくるので、結

果的には効果はあった たいだが、 めてしまった。 

に 療法に した。 分を り ない事とビタ

ミン、 分、た く を でできるだけ る事だった。

イエットもできたし、症状もだい 減った。とこ が、

りに賛成してくれる人があまりいない たいだった。そ

れでほと ど めてしまった。 

そして、 さ に いて めたのが、症状が たら

を くというのをした 療法だ。 を いている間、

症状は 全に まっていた。それから を けるときは

っと を いている。24時間中、 けるときは全

を いていて、症状はほと ど れられている。 は

が けない用事がある時だと思う。本を める時は本

に集中、そうでない時は のメロディーを い したり

している。 

それから、症状はとても減り、 くなった。もう一つ

（ を まなくて いようになる事）を目指していたが、

症状が まったらそれで いと思うようになった。 者に

を りに行く事が えるだけで、後は一般の人と よ

うな生活を れるなら いと思い めた。 

 

４ ト に に る に 

は症状はスト スがあると すいと思っている。 

そして社会で っていく に 要な事を自分で考えている。

それは気持 の だ。まだまだ社会に るには しいか

もしれないが、発 上なのでわかってくれたら しい。

以 、 をつけて言う。 

 人にならなければいけない。いつまでも きい

ではだめだと思う。 

 らしくなくては。 の で ったので の考え方で

考えていた。それを直したいと思う。             

 精神障がいは しをするときに るようだ。 し方を

直 ばよい。また、考え方が で、 しているとし

どい。生活習 を としたら整って来る たい

だ。 

 合 調症の人、 の経験では就労 支援 に
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って くなるのに15年以上かかると思う。そして

くなると思う。それからなら、就職して 年

で める事はないと思う。長い自分との いだ。 め

ないことだと思う。 は15年 っているが、 り返し

はあっても後が どくならない。 くなっている。 

 症状が ても るようになって、いくら ても

ると自信ができるようになったら だと思う。 

 の経験だが、スポー すると発 して 気が くな

ると思う。考え の気持 スト スがスポー す

ると れてしまうような気がする。後、 も気持

を るくしてくれるので いと思う。 、本 に の

中に った 強をし、自分が実 に した 強をす

ると「わかる、できる。」という気持 が く いて

きて気持 のも も を き ば るのです く い

と思う。コンプ ックスから されるので きいと

思う。 は症状がだい えててから、この つを

っていると思う。 

 年前 、 が一般の人に 気の事をこと かく全て

して、全て見 て 合 調症の を考えて さ

いと言った。その結果、 リ がある

の人が 人か「考え ない。」という事を考えた。

、 を くしていて「考え ない。」とはとても

いと思う。 、 とつながりのある の職 さ

人かに「考え ない。」はどう思うか いて

た。「 いかもしれない。」という意見が かった。

が 合 調症を くしようとしているが、そこで

念なのは、 に る 療法がまだ されていない

事だと思う。でも、 った者にとっては、これ し

い 気なのかをつく く思う。だから 療法がまだ無

いなら 法を考えてもらってこの 気を避けて し

いと思う。この し を わう人が えて しくない

と考えた。 

 リーグの になるが、 のいるエン ルスに

していたジム・ ット の を いて、 の

ような事を考えた。障がいはハンディだと思う。その

ハンディを して したら、一般 者と よ

うな事ができると思う。それには 変な が要る

たいだ。しかし、 性はある。パラリン ックは重

要だが、 は精神障がいのパラリン ックまでの

で わりたくない。もっと上の リン ックのある一

般 者の の で生きたい。でも、そ な

できるか 変だ。一 一 だ。そして、その気持

を れ 生きていく事が だと思う。 

 の経験では、 合 調症の本 に る事は、自分の

考えている事に、 か症状の考え（ も に え

る考えと考え、 の症状も ような考えと考える）

が か できて、自分の本 の考えがメ メ に

なってしまう事だと思う。この本 の考えと症状の考

えを整理して 別しきる事が にはまだできていない

ようだ。これを整理しきらないと社会に る事とか

来ないと思う。す く しいことだと感 る。一般の

方が 合 調症の精神障がい者に だ考えとか変

わった考えとか感 るのは、おそらくこれではないか

と思う。す く しい事だと思う。 っくり ってい

こうと思う。 

 合 調症の人が症状を るようになったら、上の

だ考えとか変わった考えを しながら して

いくと、その考えを 気に られていない考えとして

る。 は 合 調症の精神障がい者は

が 来ると考えている。それは上記のような考え方で

された考えは しいものが いのではと思うからだ。

自身、社会 に てれば しいのだがと思って

いる。 

 

５ シ  

イエットができて症状が まってから、

の自 から、 成 の リ のマンション

に行っている。 ４ 、１ １ヶ所から ヶ所、１時間

から 時間している。 いている。体 がついてきたよ

うだ。この 事でついた を生かして か 事をしよう。

リ の 年前の第20回職業リハビリテーション研

究・実践発表会で発表した 本 などでつけた自信と

えて いている 業する習 は きな だ。社会 とい

う の け へ でいく。 気は長年かかるが、気持

第だと思う。そして、就職もできるようになりたい。 

また、この発表をこれから就職していく障がい者の さ

などに生かしていただければ しいと思う。 まで支えて

くれた ランティ ークル「Ａここ 」の さ 、

さ 、 リ の方 、また、 への感 の気持

を言って発表を わりたいと思う。 
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行 に る 信念に する  
 
秋山 洸亮（一般社団法人リエンゲージメント 生活支援 ( 認心理 ・ 心理 )） 

 
  

は就労移行においても認 行動療法（Cognitive 
Behavioral Therapy：CBT）が されるようになって

きた（e,g,:秋山, 2018）。 生労 （2015）が 成した

イ ラインに ったCBTでは自動思考に 目し、認

および行動の変 を目指す。しかし、認 には自動思考を

生 す として信念・スキーマ（Fig.1）がある。ま

た、 った信念を不合理な信念と言う。不合理な信念

（Irrational Belief：IB）とは 来事を「 でなければな

らない」と 的・ 対論的にとらえてしまう認 ス

タイルを意 する（ 築・ 築, 2010）。IBの は、

事実に いていない、 論理的 性がない、 気分を

めにさ る、という が されている（ ・長

・ ・ ・ 1994）。 年のCBTでは、 ー

ロン・ ックが した認 療法の中 を うIBと

した 念であるスキーマという 念を に、スキーマ療法

も に研究されている。 
とこ で、CBTはリ ーク支援でも効果が実 されて

いる心理療法である。しかし、 イ ライン（ 生労 , 
2015）に った支援を行ったとしても、一定の効果はあ

るものの、IBという認 的な構えの変 に るまでの効

果は得られにくいのが 状である。さらに、実 する上で

の 点として、一般的にスキーマ療法はCBTの 本的

スキルを 得した後、長期的に行われるものである。しか

し、就労移行は 年間という期限があり、スキーマ療法を

実 するのには を める。そのような状 の中、本

ケースでは、 ったIBによってプログラムが けられな

いほどに回避行動を こしていた 用者に対し、集団

CBTを 回行っても緩和されなかったIBの緩和を目的に

短期介入を行い、その後就労定 しているケースについて

する。 
 
：期限 れの (状 ) 
 
 
 
 
     

 

 
 

 ー  

用 ： 性（X年 時 30 ） 
：うつ （障害者 3 ） 
：ジ イ ロフト、マイスリー。 

前職時（X-3年） 業職へ 動後、業 になり発症。 
：気分の 、意 の低 、 労感。 

経 ： 向き 法を実 したとこ 、 度行って

も、「私は無価値」に する。集団CBTを けている

ため「私は無価値」という信念が不合理であり、論理的で

ないということは理 できるが、その認 に囚われてしま

うとプログラムの見 すら になり、休憩スペースへの

回避をしてしまう状 であった。IB スキーマに対して

はスキーマ療法が有効であるが、スキーマ療法は年 で

行うものであり、カウンセリングを 。しかし、経 的

、就労する前にどうにかしたいという気持 が強

かった。また、 時のAはIBに囚われてしまうと、「私は

無価値」というIBが 生し、事実に かない被害的思

考が強く、就労定 は を めると考えられた。そこで、

スキーマ療法の実 は しいが、IBの緩和を目指すのは

どうかと したとこ 、Aがこれに 意した。 
 

  

な介入 については以 の りである（Table1）。 
Ta e1 不合理な信念

下向き⽮印法による信念の同定
コーピングカード(フラッシュカード）の実施

Poinnt-CounterPointの実施
PositiveDataLogの実施
信念に反する⾏動実験の実施  

 
(1)  

IBを 定するための 法として用いた。 数回行った

が、「私は無価値」にす て る。 
(2) ー ー  

否定的思考に囚われないための対 として用いた。また、

構 で 的にはIBへの介入の に安全性を高める

ことも考慮し、 かい感 および慈悲を 認するための

カー としても用いた。 
(3) P i -C e P i P-CP（ g, 1999） 

信念と する を 的に していることを示

す・体験してもらう 法。なお、この 法はPositive 
DataLog（PDL）および信念に反する行動実験の実 後

にも 度行い、不合理な信念に 回反 できるかを 認し

た。介入 は一度も反 することができなかったが、

結時には10回以上の反 を行えるようになっていた。 

 

 

 

  

 

     

 

 

Fig.1 および信念・ ー の  
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(4) PDL（Padesky, 1994） 

信念のバランスを整えるために、「私は無価値」という

信念に反するデータを記録することを行った。これまでの

生活を振返り、データの整理を行った。Ａ４ ４枚ほどの

ポジティブデータが集まった。 
(5) 信念に反する行動実験 

信念に反する行動を実験的に行い、データを集めるため

に行った。 
 

４ 効果測定 

(1) GHQ精神健康調査（中川・大坊, 1985） 

一般的疾患傾向、身体的症状、睡眠障害、社会的活動障

害、不安と気分変調、希死念慮とうつ傾向を測定する尺度

として用いた。 
(2) JIBT-20（森・長谷川・石隈・坂野, 1994） 

IBを測定する尺度として用いた。 
(3) SCRI-J（宮川・谷口, 2016） 

セルフ・コンパッション反応（自己に対する慈悲）を測

定する尺度として用いた。SCRIの得点が高い場合、IBに

抵抗する信念が強まることが推測される。 
(4) 自律神経測定 

生理的指標として交感神経および副交感神経の測定を

行った。 
(5) 職場実習評価シート 

職場実習におけるキーパーソンからの評価されたもの。 
 

５ 結果 
(1) GHQ、JITBおよびSCRI-J 

GHQにおいては就職活動直後ということで得点として

は有意な差が認められなかった。また、JITBおよび

SCRI-Jの結果を示す（Fig.2・Fig.3）。 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.2 不合理な信念および慈悲の変化 

 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.3 セルフ・コンパッション（慈悲）の変化 

(2) 自律神経 

陽春堂のMindViewerを用いて交感神経・副交感神経を

13時から14時の間に測定した。介入前は月の交感神経およ

び副交感神経のバランス比の平均値が1.53であったのに対

し、介入後は1.2であった。バランス比は1.0以上であれば

低い数値の方がバランスがよいと判断できるため、自律神

経のバランス比において効果が認められたと考えられる。 
(3) 職場実習評価シート 

１ヶ月間での変化を示す(Fig.4)。 

 
Fig.4 職場実習評価シート 

 

６ 考察 

IBの緩和を目的に短期介入を行った。その結果、慈悲

が向上し、IBは緩和されたと考えられる。IBが緩和され

たことによって、職場実習評価シートの変化からも分かる

ようにパフォーマンスにも変化が見られた。さらに、IB
に囚われ論理的でない被害的思考が減少し、休憩スペース

への回避行動も見られなくなった。 
就労移行という期限のある中で、本ケースでは試行錯誤

を重ね、IB緩和の介入を行った。本ケースは個別CBTの
ため高強度の介入であり、本来であれば長い年月をかけて

カウンセリングを専門とする機関で心理療法を行うケース

であったことは否定できないと考えられる。そういった中

で、本ケースにおいて安全性を高めたポイントとして、関

係性の構築が重要だったと考えられる。スキーマ療法でも

関係性構築が重要であることが言われており(伊藤, 2016)、
本ケースではいきなりIBをターゲットに介入を行うので

はなく、介入前にトークンエコノミー法による就寝行動の

支持・賞賛(行動強化)などを行っていた。そういったラ

ポール形成が功を奏したものと考えられる。 
 

【引用文献】 

秋山洸亮 (2018). 就労移行支援における精神障害者に対する

心理プログラムの効果検討. 第26回職業リハビリテーション実

践・研究発表会論文集.132-133. 
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